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栃木農試研報No．25：33〜38（1979）

クリの計画密植栽培における縮伐の

程度と間伐時期について

安藤吉寿・青木秋広

　　　　　　1　緒　　言

　10a当たり94本植えの計画的密植栽培におけ

る第一次間伐までの若木時代の生育と収量との

　　　　　　　

1）

関係については青木　がすでに報告している．

　本報では，更に第一次間伐後の縮伐の程度及

び第二次間伐時期について1971年から1978年に

わたって検討した結果を報告する．

　　　　　　H　試験方法

　供試園は1967年3月に，丹沢・伊吹・筑波の

3年生樹を用いて移植開園を行い，10a当たり

94本植えの計画的超密植栽培で出発して，1969

年（開園後3年目）の収穫後に第一次間伐を行

って10a当たり42．5本にしたものである．

　本試験は，第一次問伐後，縮伐の程度及び第

二次間伐時期について検討するため，第1表に

示すような試験区を設定して，1970年は均一栽

培を行い，同年の収穫後から第二次間伐が終了

するまで，毎年それぞれの試験区の目標に沿っ

て，間伐予定樹の縮伐を行った．第二次間伐は

A区1971年，B区1972年，C区1973年の収穫後

に行った．

　1区当たり面積は約8aであるが，成績はす

べて10a当たりに換算して表示した．

　なお，本試験の第二次間伐は，普通の栽培，

（10a当たり48本植え）の第一次間伐に相当す

るものであり，本報の成果は普通栽培の第一次

間伐についてもそのまま適用することができる

ものである．

　1976年の収穫後に第三次間伐を行い，10a当

たり12本にした．

第1表　試験区の構成

区

樹冠第2次冬期勇定後

占有率％　間伐時期の樹冠間隔

備

考

A区（早期間伐）

B区（標　　準）

C区（間伐遅れ）

60　1971年秋

70　　　1972　〃

95　　　1973　〃

2．0〜2．5m

1．0〜1．5〃

0．0〜0．5〃

夏，隣樹との間に若干の空間がある状態

夏，隣樹との樹冠がわづかにふれ合う状態

夏，隣樹と樹冠がかなり交さする状態

　　　　　　皿　試験結果

　1．　樹冠占有率と樹冠容積の推移

樹冠占有率と樹冠容積の推移は第2表のとお

りである．

　第二次間伐時までの樹冠占有率をみると，A

区の1971年（間伐年）が66．5％で，目標の60％

を上廻った値を示している．これは間伐予定樹

の縮伐を強くすればするほど残存樹の樹冠拡大

がよくなる結果によるもので，この年次の残存

樹の樹冠占有率がA区50．5％，B区45．8％，C

区46．1％で，3区の中で縮伐の程度が一番強い

A区の残存樹が最も高い樹冠占有率を示してい

ることから理解することができる．B区は1971

年は71．1％の樹冠占有率で目標値に合致してい

るが，1972年（間伐年）には86．4％と目標値を

上廻り，C区は1972年は97．6％の樹冠占有率で

一33一

�





